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『
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
と
の
本

の
近
代
』

日
本
人
の
〈
心
〉
を
み
つ
め
て

新
曜
社
刊

｜

｜

Ａ
５
判

三
九
〇
ペ
ー
ジ

定
価
三
、
六
〇
〇
円
＋
税

酒

井

董

美

た
だ

よ
し

著
者
は
成
城
大
学
名
誉
教
授
。
昭
和
二
十
八
年
東
京
生

ま
れ
で
六
十
八
歳
。
十
四
歳
ま
で
を
ド
イ
ツ
の
ボ
ン
で
暮
ら
し

て
い
た
経
歴
を
持
つ
。
タ
イ
ト
ル
が
気
に
な
り
本
書
を
手
に
取

っ
た
が
、
読
む
に
つ
れ
て
ぐ
ん
ぐ
ん
中
に
惹
き
つ
け
ら
れ
た
。
著

者
が
海
外
で
生
活
し
て
き
た
目
で
、
八
雲
を
見
据
え
、
知
日
外

国
人
の
著
述
を
読
み
砕
き
つ
つ
、
柳
田
國
男
、
柳
宗
悦
、
松
谷

み
よ
子
、
石
井
正
己
、
あ
る
い
は
芥
川
龍
之
介
な
ど
の
文
献
に

も
通
じ
た
幅
広
い
研
究
業
績
を
駆
使
し
て
の
分
析
に
、
有
無

を
言
わ
せ
ぬ
魅
力
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
、
つ
ま
り
小
泉
八
雲
は
親
日

家
で
あ
り
、
怪
談
を
好
み
、
言
語
伝
承
の
再
話
に
新
境
地
を

拓
い
た
人
物
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。

著
者
は
、
八
雲
を
理
解
す
る
の
に
、
同
時
代
の
知
日
派
、
英

国
人
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
（
一
八
五
〇
～
一
九
三
五
）
や
ア
メ
リ
カ
人

で
福
井
で
長
年
生
活
し
、
多
く
の
民
話
を
海
外
に
紹
介
し
た

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
Ｅ
・
グ
リ
フ
ィ
ス
（
一
八
四
三
～
一
九
二
八
）
や
、

『
日
本
奥
地
紀
行
』
を
書
い
た
英
国
人
女
性
イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド

（
一
八
三
一
～
一
九
〇
四
）
の
作
品
を
分
析
し
、
彼
ら
が
日
本

人
の
生
活
を
よ
く
知
り
な
が
ら
も
、
キ
リ
ス
ト
教
を
受
け
入
れ

て
い
な
い
事
実
か
ら
、
日
本
は
西
洋
よ
り
も
程
度
が
低
い
国
だ

と
す
る
点
が
八
雲
と
異
な
る
と
断
定
し
て
い
る
。

そ
れ
に
対
し
、
時
代
は
第
二
次
大
戦
前
と
下
る
が
、
英
国

大
使
の
妻
キ
ャ
サ
リ
ン
・
サ
ン
ソ
ム
（
一
八
八
三
～
一
九
八
一
）

の
著
書
、『
東
京
暮
ら
し
』『
ジ
ョ
ー
ジ
・
サ
ン
ソ
ム
卿
と
日
本
』

を
紹
介
し
、
彼
女
の
よ
う
に
、
先
入
観
や
一
方
的
判
断
を
排

し
た「
あ
る
が
ま
ま
の
観
察
」
を
通
し
て
、
共
感
を
寄
せ
る
だ
け

で
な
く
、
互
い
の
違
い
に
つ
い
て
は
割
り
き
る
こ
と
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
文
化
の
尊
重
に
つ
な
が
る
。
異
国
と
の
関
係
に
は
、
相
手

と
の
〝
真
の
相
互
理
解
〟
を
求
め
る
以
外
に
、
し
か
る
べ
き
距

離
感
の
保
持
も
ま
た
必
要
だ
と
い
う
こ
と
を
、
知
ら
せ
て
く
れ

て
い
る
。
と
評
価
し
て
い
る
。

本
著
は
、
こ
れ
ま
で
各
所
で
発
表
し
た
の
を
一
書
に
ま
と
め

た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
や
や
統
一
感
に
欠
け
る
き
ら
い
は
あ
る

が
、
口
承
文
芸
、
民
俗
学
、
文
学
に
明
る
い
著
者
な
ら
で
は
の

鋭
い
筆
法
に
は
感
嘆
さ
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
も
多
か
っ
た
。

た
だ
、
巻
末
の
第
十
二
章
「
熱
帯
の
幻
影

林
芙
美
子
『
浮

｜

雲
』
」
に
つ
い
て
は
、
文
学
評
価
と
し
て
は
優
れ
て
い
る
と
感
心

さ
せ
ら
れ
な
が
ら
も
、
本
書
の
タ
イ
ト
ル
と
の
関
連
で
は
、
や

や
異
質
で
あ
り
、
場
違
い
の
感
が
い
な
め
な
い
理
由
は
、
そ
の
よ

う
な
と
こ
ろ
か
ら
来
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

と
も
あ
れ
最
後
ま
で
目
を
離
せ
な
い
魅
力
に
溢
れ
た
本
書

で
は
あ
っ
た
。
（
元
島
根
大
学
法
文
学
部
教
授
）


